
プログラム
司 会　防災減災学術連携委員会幹事・防災学術連携体　目黒公郎

１３：００　開会・趣旨説明 　　防災減災学術連携委員長　米田雅子

１３：１０　挨　拶 防災学術連携体　副代表幹事　小井土雄一

１３：１５　挨　拶 内閣府　防災担当政策統括官　海堀安喜

１３：２０   府省庁の出席者の自己紹介　 　　内閣府防災担当、総務省、消防庁、文部科学省

厚生労働省、農林水産省、林野庁

国土交通省、気象庁、国土地理院、環境省

１３：２５　防災減災学術連携委員会委員の自己紹介
１３：４５　内閣府防災担当の施策と防災推進国民大会 2018 について　　　内閣府防災担当  参事官　佐谷説子

１３：５５　今後の防災学術連携シンポジウムの企画案について　  　防災学術連携体事務局長  田村和夫

１４：００　防災学術連携体 56 学会の近況報告と意見（中間で休憩 10 分）

安全工学会 

横断型基幹科学技術研究団体連合

環境システム計測制御学会 

空気調和・衛生工学会 

計測自動制御学会 

こども環境学会 

砂防学会 

石油学会 

ダム工学会 

地盤工学会 

地域安全学会 

地理情報システム学会 

土木学会 

日本安全教育学会 

日本応用地質学会 

日本海洋学会 

日本火災学会 

日本火山学会 

日本風工学会 

日本活断層学会 

日本看護系学会協議会 

日本機械学会 

日本気象学会 

日本救急医学会 

日本計画行政学会 

日本建築学会 

日本原子力学会 

日本公衆衛生学会 

日本古生物学会 

日本コンクリート工学会 

日本災害医学会

日本災害看護学会 

日本災害情報学会 

日本災害復興学会 

日本自然災害学会 

日本社会学会 

日本森林学会 

日本地震学会 

１６：４０　意見交換　
１７：２５　閉会挨拶　 　防災減災学術連携委員会副委員長　三木浩一

日本地震工学会 

日本地すべり学会 

日本自治体危機管理学会 

日本造園学会 

日本第四紀学会 

日本地域経済学会 

日本地球惑星科学連合（JpGU） 

日本地形学連合 

日本地質学会 

日本地図学会 

日本地理学会 

日本都市計画学会 

日本水環境学会 

日本リモートセンシング学会 

日本緑化工学会 

日本ロボット学会 

農業農村工学会 

廃棄物資源循環学会

日  時：  2018 年 6 月 5 日（火）13：00 ～ 17：30 
会  場 :  日本学術会議　講堂 ( 東京都港区六本木 7 丁目 22 番 34 号 )

　日本学術会議の防災減災学術連携委員会、防災学術連携体の５６学会、防災に関わる府省庁の担当
者が一同に会し、初めて連絡会を開催します。学術と行政の平常時の連携を強めるとともに、緊急
時の連携を図ることを目的としています。 

日本学術会議　防災減災学術連携委員会

第１回「防災に関する日本学術会議・学協会・府省庁の連絡会」

問合せ先： 
防災学術連携体 : 菅原（土木学会）　sugawara@jsce.or.jp　03-3355-3443 、榎本（日本建築学会）  enomoto@aij.or.jp　03-3456-2057
日本学術会議事務局 : 石尾　 03-3403-1056
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第一回「防災に関する日本学術会議・学協会・府省庁の連絡会」 開催趣旨 

 

日本および世界の防災減災が喫緊の課題となっています。大災害の発生は地殻の動き・

気候変動・社会の変化などの結果として起こる悲惨なもので、長期的・継続的に構えな

ければなりません。防災減災・災害復興の推進には多くの研究分野が関係し、専門分野

の枠をこえて、理学工学だけでなく人文社会科学、生命科学も含めて総合的かつ持続的

に取り組む必要があります。これらの研究は、専門分野ごとに深めるだけでなく、異な

る分野との情報共有や平常時の交流を通して活発化させることが必要です。さらに、研

究成果が国や地域の防災・減災対策に反映されるように、また地域の防災現場のニーズ

を研究に反映させるために、行政組織との連携を取ることも強く求められています。 

日本学術会議は、平成 26年 2月に「緊急事態における日本学術会議の活動に関する

指針」を制定しました。防災減災学術連携委員会は、これに則り「自然環境・ハザード

観測、防災・減災、救急・救助・救援、復旧・復興等の研究に関わる日本学術会議協力

学術研究団体を含めた国内外の学術団体や研究グループとの平常時、緊急事態時におけ

る連携の在り方について検討すること」を目的に活動しています。  

「防災学術連携体」は、日本学術会議の会員有志が主導して設立した防災に関わる 56

学会のネットワーク組織であり、防災減災学術連携委員会と連携して活動しています。

熊本地震災害、火山噴火、北海道東北豪雨災害、台風災害、九州北部豪雨災害などに対

応し、緊急記者会見、現地での学会報告会、災害に関する各学会の情報をウェブ上に集

約、シンポジウム・ワークショップ開催など、学術界からの情報発信の強化、学会間の

情報共有・相互理解に努めてきました。 

日本学術会議と防災学術連携体は、内閣府防災担当が事務局を務める防災推進国民会

議に参画するとともに、毎年の防災推進国民大会に積極的に参加しています。 

本連絡会は、日本学術会議の防災減災学術連携委員会、防災学術連携体の５６学会、

防災に関わる府省庁の担当者が一同に会し、相互理解と情報共有を進め、平常時の連携

を強めるとともに、緊急事態時における連携を検討することを目的としています。今後

は、この連絡会を定例開催することで、学会間および学術と行政の連絡の場を確保する

ことを目指しています。 

日本および世界の防災を推進するために、本連絡会における皆様の活発なご議論と交

流を期待します。 

防災減災学術連携委員会委員長 

日本学術会議会員 第三部幹事 米田雅子 

2018/06/05    第一回「防災に関する学術会議、学協会、府省庁の連絡会」 1.　趣旨説明
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平成 30 年度 防災学術連携シンポジウムの企画案 

1．第 6回防災学術連携シンポジウム

防災推進国民大会（10月 13日）における催し物への参加

1）日時：平成 30年 10月 13日（土）16時 30分～19時

2）場所：東京ビックサイト 国際会議場

3）テーマ：「あなたが知りたい防災科学の最前線―首都直下地震に備える」（仮案）

4）趣旨： 地域の防災力の強化に科学を役立てるため、市民の皆様が知りたい防災科

学の最前線をわかりやすく伝える。市民の皆様から、防災科学に関する質問やリク

エストも受け付け、各分野の研究者がそれに答える。

5）プログラムの概要

・開会、挨拶 （5分） 

・セッション１ 防災科学の最前線（主にハード系：5学会程度） （50分） 

・質問コーナー 1 「あなたの質問に答えます（その１)」 （20分) 

・セッション２ 防災科学の最前線（主にソフト系：5学会程度） （50分） 

・質問コーナー ２ 「あなたの質問に答えます（その２）」 （20分) 

・閉会・まとめ （5分） 

6）主催：日本学術会議 防災減災学術連携委員会（予定）

防災学術連携体（56 学会） 

※ 質問は、シートにて集めるとともに、会場からもご発言いただく

※ プログラムの詳細は、今後各学会からの応募結果を基に作成する予定

2． 第 7回防災学術連携シンポジウム 

防災学術連携シンポジウム 

1）日時：平成 30年 12月下旬～平成 31年 1月上旬

2）場所：日本学術会議講堂

3）テーマ：「豪雪に備える」（仮案）

4）趣旨：局地的に発生する豪雪のメカニズムとその対応に関する議論

5）プログラムの概要

未定 （今後調整予定）

6）主催：日本学術会議 防災減災学術連携委員会

防災学術連携体（56学会） 

2018/06/05    第一回「防災に関する学術会議、学協会、府省庁の連絡会」 4.　第５回・第６回　防災学術連携シンポジウムの企画案
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